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レポートボックス １ー３　応用線形代数

1. 行列H ∈ Cn×nをHermite行列（つまり，H∗ = H）とし次の商の最大値と最小値を求めよ．

x∗Hx

x∗x
, x ∈ Cn, x ̸= 0

2. 行列 A =

 −1 0 −1

0 2 1

1 −1 −3

が与えられた時，A3 + 2A2 の固有値が取り得る範囲を求めよ

（Gersgorinの定理を用いてもよい）．

3. 行列 (1 2) ∈ R1×2の特異値分解を一つ求めよ．
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